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三木浦マリンパーク（１） 　
三重県尾鷲市三木浦町に、漁港海岸環境整備事業において整備が進められていた親水公園施設「三木浦マリンパーク」が完成し、６月26日（土）に尾鷲市市制50周年記念関連事業として完成式典が催されました。当日は施設の安全祈願のほか、子供達による種苗放流や三重大学練習船「勢水丸」の体験公開が行われました。
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たなびく大漁旗
　漁村のイベントには色鮮やかな大漁旗が不可欠なアイテムの一つで、祭りの雰囲気を大変盛り上げてくれます。
　当日も張り巡らされたロープに数十枚の大漁旗が飾り付けられ、風にたなびく大漁旗がお祝いムードを一層引き立ててくれました。
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三木浦マリンパーク
　平成７年から本格的な施設整備が行われた「三木浦マリンパーク」は、東側と西側を突堤で囲まれ、その間の2,500平方メートルが養浜された親水公園施設です。養浜の後背地にはシャワーが使える付帯施設や緑地広場などが整備されています。
　なお、「三木浦マリンパーク」は国道311号線の三木浦町の入り口から少し入ったところにあります。
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三重大学練習船「勢水丸」
　三重大学の練習船「勢水丸」329トンが三木浦漁港に寄航し、イベントに参加した児童58名らが体験航海をしました。体験航海は２班に分け、賀田湾内を中心に行われました。
　なお、翌日には尾鷲港において「勢水丸」の一般公開が行われ数十人の見学者が訪れ、広い船内を見学してもらいました。
